
 

 

 
 
 

 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）は、株式会社トーホー   

（本社：兵庫県神戸市、代表取締役社長：古賀裕之、以下「トーホー」という。）

に対し、食品卸売業界として初めて、「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」

（以下「DBJ健康格付」という。）に基づく融資を実施しました。 

 

「DBJ 健康格付」融資は、独自の評価システムにより、従業員への健康配慮  

の取り組みが優れた企業を評価・選定し、その評価に応じて融資条件を設定する

という、「健康経営格付」の専門手法を導入した世界で初めての融資メニューです。 

 

トーホーグループは、業務用食品卸売業界のリーディングカンパニーとして、

全国の外食事業者向けに各種業務用食材の卸売および現金卸売を展開している他、

兵庫県下で食品スーパー「トーホーストア」を運営しています。同グループは  

「健康で潤いのある食文化に貢献する」を経営理念に掲げ、「美味しさ」そして 

「安心・安全、健康、環境」を経営のキーワードに、社員・従業員の健康に配慮

した「健康経営」を推進しています。 

 

今回の格付では、以下の点を高く評価しました。 

 

(1) 第七次中期経営計画（3カ年計画）「IMPACT 2020」の 8つの重点施策の中に

「人事・給与制度改革の継続」を掲げ、中期経営計画に紐付く独自の健康経営

施策および 2020年度までのロードマップを策定し、段階的に取り組みを拡充

している点 

(2) 全従業員に対して血液検査を実施するとともに、正社員の健診データを   

属性別に分析することで、企業の抱える健康リスクや傾向を見える化し、  

当該課題に対する施策として禁煙対策や運動習慣の促進等に係る施策を検討

している点 

(3) 定期健康診断および二次検診について、人事部健康推進者による未受診者への

受診勧奨の仕組みにより、直近 3期の受診率がともに上昇している点 

 

 その結果、トーホーは「従業員の健康配慮への取り組みが優れている」という  

格付を取得しました。 

 

DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの   

弛まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展

（株）トーホーに対し、 
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を実現します～」に基づき、健康経営に向けたお客様の取り組みを積極的に支援

してまいります。 

 

【お問い合わせ先】 

関西支店 企画調査課 電話番号 ０６－４７０６－６４５５ 

 

 


